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（
外
交
防
衛
委
員
会
）

国
際
的
な
組
織
犯
罪
の
防
止
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
を
補
足
す
る
人
（
特
に
女
性
及
び
児
童
）
の
取
引
を
防

止
し
、
抑
止
し
及
び
処
罰
す
る
た
め
の
議
定
書
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
（
閣
条
第
一
号

（
衆

）

議
院
送
付
）
要
旨

こ
の
議
定
書
は
、
近
年
の
国
際
的
な
組
織
犯
罪
の
複
雑
化
、
深
刻
化
を
背
景
に
、
国
際
的
な
組
織
犯
罪
の
防
止
に
関
す
る
包

括
的
な
条
約
及
び
人
身
取
引
等
に
対
処
す
る
た
め
の
法
的
文
書
の
起
草
に
つ
い
て
議
論
す
る
た
め
に
国
連
総
会
決
議
に
よ
り
設

立
さ
れ
た
政
府
間
特
別
委
員
会
に
よ
る
審
議
を
経
て
、
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
十
二
年
）
十
一
月
に
国
連
総
会
に
お
い
て
国
際
的

、

。

な
組
織
犯
罪
の
防
止
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
と
と
も
に
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
り

そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る

一

国
際
的
な
組
織
犯
罪
の
防
止
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
の
規
定
は
、
こ
の
議
定
書
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ

か
、
こ
の
議
定
書
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

二

こ
の
議
定
書
は
、
①
人
身
取
引
を
防
止
し
、
及
び
こ
れ
と
戦
う
こ
と
、
②
人
身
取
引
の
被
害
者
を
保
護
し
、
及
び
援
助
す

る
こ
と
、
並
び
に
③
①
及
び
②
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
締
約
国
間
の
協
力
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

三

「
人
身
取
引
」
と
は
、
搾
取
の
目
的
で
、
暴
力
そ
の
他
の
形
態
の
強
制
力
に
よ
る
脅
迫
若
し
く
は
そ
の
行
使
、
誘
拐
、
詐
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欺
、
欺
も
う
、
権
力
の
濫
用
若
し
く
は
ぜ
い
弱
な
立
場
に
乗
ず
る
こ
と
又
は
他
の
者
を
支
配
下
に
置
く
者
の
同
意
を
得
る
目

的
で
行
わ
れ
る
金
銭
若
し
く
は
利
益
の
授
受
の
手
段
を
用
い
て
、
人
を
獲
得
し
、
輸
送
し
、
引
き
渡
し
、
又
は
収
受
す
る
こ

と
を
い
う
。
搾
取
に
は
、
少
な
く
と
も
、
他
の
者
を
売
春
さ
せ
て
搾
取
す
る
こ
と
そ
の
他
の
形
態
の
性
的
搾
取
、
強
制
的
な

労
働
若
し
く
は
役
務
の
提
供
、
奴
隷
化
若
し
く
は
こ
れ
に
類
す
る
行
為
、
隷
属
又
は
臓
器
の
摘
出
を
含
め
る
。

四

こ
の
議
定
書
は
、
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
五
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
る
犯
罪
で
あ
っ
て
、
性
質
上
国
際
的

な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
組
織
的
な
犯
罪
集
団
が
関
与
す
る
も
の
の
防
止
、
捜
査
及
び
訴
追
並
び
に
当
該
犯
罪
の
被
害
者
の

保
護
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

五

締
約
国
は
、
故
意
に
行
わ
れ
た
三
に
規
定
す
る
行
為
を
犯
罪
と
す
る
た
め
、
必
要
な
立
法
そ
の
他
の
措
置
を
と
る
。

六

締
約
国
は
、
適
当
な
場
合
に
は
、
人
身
取
引
の
被
害
者
に
対
す
る
援
助
及
び
保
護
の
提
供
に
関
し
、
次
の
こ
と
を
行
う
。

、

。

１

自
国
の
国
内
法
に
お
い
て
可
能
な
範
囲
内
で

人
身
取
引
の
被
害
者
の
私
生
活
及
び
身
元
関
係
事
項
を
保
護
す
る
こ
と

２

人
身
取
引
の
被
害
者
に
対
し
て
関
連
す
る
訴
訟
上
の
手
続
に
関
す
る
情
報
等
を
提
供
す
る
措
置
を
自
国
の
法
律
上
又
は

行
政
上
の
制
度
に
含
め
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
。

３

非
政
府
機
関
そ
の
他
の
関
連
機
関
及
び
市
民
社
会
の
他
の
集
団
と
協
力
し
て
、
人
身
取
引
の
被
害
者
の
身
体
的
、
心
理
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的
及
び
社
会
的
な
回
復
の
た
め
に
、
適
当
な
住
居
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
医
学
的
援
助
等
の
提
供
を
含
む
措
置
を
と
る
こ

と
を
考
慮
す
る
こ
と
。

七

締
約
国
は
、
適
当
な
場
合
に
は
、
人
身
取
引
の
被
害
者
が
一
時
的
又
は
恒
久
的
に
当
該
締
約
国
の
領
域
内
に
滞
在
す
る
こ

と
を
認
め
る
立
法
そ
の
他
の
適
当
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
考
慮
す
る
。

八

締
約
国
は
、
不
当
に
遅
滞
す
る
こ
と
な
く
、
人
身
取
引
の
被
害
者
で
あ
っ
て
、
自
国
民
で
あ
る
も
の
又
は
受
入
締
約
国
の

領
域
に
入
っ
た
時
点
で
自
国
に
永
住
す
る
権
利
を
有
し
て
い
た
も
の
の
送
還
を
、
そ
の
者
の
安
全
に
妥
当
な
考
慮
を
払
い
つ

つ
、
容
易
に
し
、
及
び
受
け
入
れ
る
。

九

締
約
国
は
、
人
身
取
引
を
防
止
し
、
及
び
こ
れ
と
戦
う
こ
と
に
つ
い
て
の
包
括
的
な
政
策
等
を
定
め
る
。

十

締
約
国
の
法
執
行
当
局
、
出
入
国
管
理
当
局
そ
の
他
の
関
係
当
局
は
、
適
当
な
場
合
に
は
、
自
国
の
国
内
法
に
従
っ
て
情

報
を
交
換
す
る
こ
と
に
よ
り
相
互
に
協
力
す
る
。
締
約
国
は
、
人
身
取
引
の
防
止
に
当
た
る
職
員
を
訓
練
し
、
又
は
そ
の
訓

練
を
強
化
す
る
。

十
一

締
約
国
は
、
可
能
な
範
囲
内
で
、
人
身
取
引
を
防
止
し
、
及
び
探
知
す
る
た
め
に
必
要
な
国
境
管
理
を
強
化
す
る
。
締

約
国
は
、
商
業
運
送
業
者
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
る
輸
送
手
段
が
五
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
る
犯
罪
の
実
行
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
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を
可
能
な
範
囲
内
で
防
止
す
る
た
め
、
立
法
そ
の
他
の
適
当
な
措
置
を
と
る
。

十
二

締
約
国
は
、
利
用
可
能
な
手
段
の
範
囲
内
で
、
自
国
が
発
給
す
る
旅
行
証
明
書
等
が
容
易
に
悪
用
さ
れ
ず
、
か
つ
、
容

易
に
偽
造
さ
れ
な
い
品
質
で
あ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
。


